問⑬　フューエルガスの炎が長い時の調整方法
当装置（ＶＧＯ）に使用されている燃料は、燃料油と燃料ガスに大別される。燃料ガスには３.５kg/cm２燃料ガス、１.０kg/cm２燃料ガス、ベント・ガス及びパイロットガスの４種類がある。この問題では、３.５kg/cm２燃料ガスについて答える。

①　まず燃焼装置取扱いについて特に重要なことがらを上げる。

１）燃料量の増減＝燃焼量を急激に増減しないこと。

２）設計値以上の使用＝バーナーの設計値以下で使用する。

３）燃料と空気の増減順序＝燃料量を増す前に通風量を増し、燃料量を減らしてから通風量を減らすこと。

４）焔の衝突＝ボイラ本体やれんが壁に強烈な焔を衝突させないこと。

５）二次空気の調整＝二次空気は燃焼効率を左右する有力な要素であるから、この調整を綿密に行ない燃焼に必要のない空気を侵入させないこと。

６）計測器の活用＝計測器は記録をとるだけでなく指針の動きによって燃焼の調節を行なうよう充分活用する。

②　バーナーの適切な燃焼状態

１）炎が垂直方向で安定している。炎がチューブをなめない。

２）各バーナーの火勢、炎の大きさが均一で、炉内のチューブの輝き、炉壁の色が均等である。

３）バーナータイルが異常に赤熱していない。

４）炎の色はバーナー近くで青味を呈し、炎の先では赤青色の反転ができる。

５）炉内が透き通って見える。

	炎の状態
	理由
	処置
	備考

	炎の長さ
	長い
	空気不足
	一次空気窓を開く
	チューブを炎の先端がなめない様に調整

	
	
	燃焼量多い
	バーナー本数を増す
	コントロールバルブ下流圧に注意

	
	短い
	空気過多
	一次空気窓を閉める
	二次空気窓は通常閉止されている

	
	
	燃焼量少ない
	バーナー本数を減らす
	コントロールバルブ下流圧が低いのでわかる


※　Ｆ－６０１では通常全本数点火しているので炎が長い場合には直接Ⓕ元バルブを絞ることが多い。

※　Ｆ－６５１では、原油切替時など性状の変動によりⒻ圧が急変する事があるので、現場担当者とボード・マンとの綿密な連絡が必要である。































